
　
し
ば
ら
く
歩
き
回
っ
て
み
て
、
特
に
飲
食
店
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
周
囲
に
オ
フ
ィ
ス
も
多
い

の
で
平
日
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
利
用
が
中
心
で
し
ょ

う
か
ら
、
価
格
も
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
そ
し
て

多
種
多
様
で
す
。
飲
食
店
だ
け
で
約
1
7
0
店
舗

が
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ラ
ン
チ
は
上
の
写
真
の

「
S
A
W
A
M
U
R
A
」
で
牛
頬
肉
の
料
理
を
選
ん

で
み
ま
し
た
が
、
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
し
た
。

パ
ン
の
種
類
が
豊
富
で
ど
れ
も
絶
品
で
し
た
の
で

買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

TOKYO  SNAP 虎ノ門ヒルズ

青い鳥こどもクリニック　引田　満

東京都港区

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
は
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
、

表
参
道
ヒ
ル
ズ
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
に
次
ぐ
、
森
ビ
ル

が
手
が
け
る
5
つ
目
の
大
型
複
合
施
設
で
す
。
い

ず
れ
の
施
設
も
中
高
層
階
に
企
業
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ

ル
、
レ
ジ
デ
ン
ス
（
住
宅
）、
下
層
階
お
よ
び
地
階

に
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
商
業
施
設
が
入
り
、

地
上
に
は
広
場
、庭
園
、ア
ー
ト
（
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
）、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
午
後
の

半
日
を
過
ご
す
の
に
は
丁
度
い
い
場
所
で
す
。

1



2

　
広
場
に
は
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
白
い
大
き
な
オ
ブ

ジ
ェ
が
あ
り
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
ス
ペ
イ
ン

の
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ャ
ウ
メ
・
プ
レ
ン
サ

の
作
品
だ
そ
う
で
す
が
、
私
は
知
り
ま
せ
ん
。
座
る

人
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
よ
く
み
る
と

全
て
文
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

日
本
語
を
含
む
、
8
つ
の
言
語
文
字
が
使
わ
れ
て
お

り
、
文
化
の
多
様
性
と
平
和
的
共
存
が
テ
ー
マ
な
の

だ
そ
う
で
す
。

F8  1/250  ISO100

F7.1  1/400  ISO100

Nikon  Zf
NIKKOR Z 24-50mm f/4-6.3
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虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
の
名
物
、「
虎
ノ
門
横
丁
」
で
す
。
新

宿
の
「
思
い
出
横
丁
」
や
渋
谷
の
「
の
ん
べ
い
横
丁
」
を

彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
最
先
端
の
お
し
ゃ
れ
な
ビ
ル
の
中
に
、

こ
の
よ
う
な
飲
み
屋
街
が
再
現
さ
れ
て
い
て
面
白
い
と
こ

ろ
で
す
。
仕
事
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
聖
地
で
し
ょ
う

か
？ 

と
て
も
広
く
、
洋
食
や
中
華
も
あ
る
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
地
下
鉄
は
日
比
谷
線
と
銀
座
線
が
利
用

で
き
ま
す
。
全
て
の
施
設
が
地
下
通
路
で

連
結
し
て
い
る
の
で
雨
の
日
も
傘
い
ら
ず

で
す
。
新
設
さ
れ
た
「
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅
」

は
ビ
ル
の
中
（
地
階
）
に
あ
る
の
で
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
か
ら
車
両
が
見
え
て
斬
新

で
す
。
森
ビ
ル
の
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど

こ
な
の
で
し
ょ
う
か
？

後記：カメラ愛好者の間で人気沸騰、品薄の Nikon Zf を 3 か月待ちで入手しました。デジタルカ
メラで写真や動画を始めた世代では SONY が一番人気ですが、私は昔の懐かしいフィルムカメラ
のフォルムで登場したこのカメラに何か特別なノスタルジーを感じてしまいます。3 秒で購入を決
めていました。昔と違って最近の Nikon はマーケティングが上手いので、見事にはまってしまい
ました。かつては「ことことにこんでにこん」、つまり「コトコト煮込んで Nikon」と評され、新
技術の開発とその改良に長い年月をかけ、製品をコツコツ磨き上げていく姿勢に支持が集まってい
ました。その一方で、保守的、柔軟性に欠ける、宣伝やマーケティングが下手とも言われ、技術
力は Canon と双璧、あるいはそれ以上と評価されながらも業績では常に後塵を拝してきたメーカー
のように思います。このような職人気質の Nikon と革新的で商売上手な Canon との対比記事が当
時の写真雑誌にはしばしば掲載されていたものです。今後の Nikon には大いに期待できそうです。


